
令和２年度 

学習評価説明会 
    

令和２年９月２９・３０日 上賀茂小学校  



新しい学習指導要領スタート 

多様性への理解や主体性， 
問題解決能力の育成 



育成すべき資質・能力の３つの柱 



学習評価の基本的な枠組み 



評価は４観点から３観点へ 



それぞれの観点の評価について 

「知識・技能」 

〇個別の知識及び技能の習得状況につ   
いて評価する。 

 
〇それらを既有の知識及び技能と関連
付けたり活用したりする中で，概念等
として理解したり，技能を習得したり
しているかについて評価する。 



それぞれの観点の評価について 

「思考・判断・表現」 

各教科等の知識及び技能を活用して課
題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けているか
どうかを評価する。 



それぞれの観点の評価について 

「主体的に学習に取り組む態度」 

知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかど
うかを含めて評価する。 



それぞれの観点の評価について 

「主体的に学習に取り組む態度」 

「「自らの学習を調整しよ

うとする側面」とは 
 

 自らの学習状況を把握し，学習の進め方
について試行錯誤するなどの意思的な側面
のこと。 

 評価に当たっては，児童生徒が自らの理
解の状況を振り返ることができるような発
問の工夫をしたり，他者との協働を通じて
自らの考えを記述したり話し合ったりする
場面や自らの考えを相対化する場面を，単
元や題材などの内容のまとまりの中で設け
たりする。 





評定について 

 
３観点における評定のあり方 

評定 ３ ＡＡＡ  ＡＡＢ 

評定 ２ 
ＡＢＢ  ＢＢＢ  ＡＢＣ  ＢＢＣ 
 
ＡＣＣ  ＡＡＣ  

評定 １ ＣＣＣ  ＢＣＣ   

Ａ・・・「よくできる」 

Ｂ・・・「できる」 

Ｃ・・・「がんばろう」 



その他の評価について 
 
 

「特別の教科 道徳」 
  通知票への記載は学年末 

「外国語活動」 
  ３・４年は学年末に記載 

  ５・６年は３観点で評価   

「総合的な学習の時間」 
  ３つの柱に即して記述する 



本日はありがとうございました 


